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三 沢 伸 生

1 ．はじめに

　世紀を跨ぐ頃より，学界はもとよりマスコミ
を中心とする様々なメディア媒体において19世
紀末に端を発する日本＝トルコ関係史について
関心が高まり，いくつか成果が上がってきてい
る。その過程において従来埋もれていた諸史資
料が発見され分析対象とされてきている。
　一方，時を同じくして，21世紀以降において，
IT技術の革新的進歩に伴い，国立情報学研究
所（NII）・国立国会図書館（NDL）を頂点と
して，文献のデジタル化・データベース化事業
が著しく進展している。この結果として，上記
のように長らく忘却されてきた文献の検索・発
見の環境が急速に改善されつつある。それでも
残念ながらこうした事業にも問題点・限界は存
在し，検索が容易になった一方において，安易
にネット検索に全て依存して史料探索の基本で
ある現物確認を怠ると，基幹的な文献ですら見
落としかねない状況にある。
　筆者は長らくイスタンブル日本商品館につい
て，同館が刊行してきた逐次刊行物などの文献
および記事の探索に努めてきた。この経験を踏
まえ，対象範囲を広げて，日本＝トルコ史関係
の基幹史料となりうる日本において刊行された
トルコ関係著作文献（本稿では公刊された著書，
逐次刊行物の記事・論文に限定し，新聞記事は
除外する）について発掘を行い，いくつかの主
題のもとに整理・提示をすることを通して，当
該主題につき，問題点について明らかにしてい
くことを本稿の目的とする。

2 ．文献の史料的性格

　本稿において，山田寅次郎にかかわる文献を
以下の 4 つに整理して，山田寅次郎の業績の再
評価のための史料批判の基盤を提示する。

Ａ．本人の著作文献
Ｂ．血縁者の著作文献
Ｃ．知己の著作文献
Ｄ．第三者の著作文献

　一般論として特定個人を調査・研究するうえ
において，本人の自己申告たる「A」，次いで
本人への親近度，面識度の観点から「B」およ
び「C」が重要となる。しかし実際の知遇がな
いものも含めて，「D」も補完史料として価値
を有するものもある。
　ここで留意しなくてはならないのは，学問と
して歴史学の史料論において指摘されるよう
に，自伝・日記・書簡・書付と同じく，「A」
の内容も必ずしも真実を記しているとは限ら
ず，誇張・意図的誇張や削除・誤謬が含まれる
ことである。それゆえ本人からの伝聞だとして
も，本人の自己申告に問題が含まれるように，

「B」や「C」においても同様に，誇張・意図的
誇張や削除・誤謬が含まれることもある。それ
ゆえいかなる文献であれ，文献間の記述内容の
比較や，文書など文献以外の史資料によって史
料批判を行い，史実を確定する必要がある。
　さらに時間の推移とともに当事者・関係者の
高齢化・物故が進み，「A」・「B」・「C」の数は
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固定化してくる。その一方「D」は同様に増え
ない場合，反対に増えていく場合に分かれる。
前者は当事者が注目を集めずに忘却されていく
場合であり，後者は歴史上の有名人として注目
を集める場合である。後者の場合，上記のよう
に諸史資料の史料批判をともなう史実確定がな
されれば問題は少ないが，残念ながら往々にし
て伝言ゲームのように史実が歪曲されていく事
例が多い。とりわけ昨今のネット社会において
は，個々人が容易に情報発信可能になったこと
もあって，こうした状況に拍車がかかってきて
いる。
　諸史資料の発掘とその史料批判をともなう史
実確定は注目を集めない地味な学術的営為では
あるものの，最も基本的な作業として必要不可
欠である。

3 ．山田寅次郎（宗有）関係の著作文献

　第 1 に本人自身の著作文献に関して多数のも
のが確認される。後に示すように山田寅次郎（宗
有）はオスマン帝国に渡る以前には，中正社に
帰属する国粋主義的運動家，ついで自らが中心
になって経営していた出版社「三三文房」にお
いて編集者として早い段階から著作論述を残し
ている（1）。そしてオスマン帝国に渡ってからは，
自らそして中村商店の現地雇用支配人として貿
易奨励関係の論述と博文館を中心とした児童
誌・総合誌への投稿がみられる。そしてイスタ
ンブルから日本へ帰国してからは製紙業経営へ
の参画，大阪商業会議所内に設けられた日土貿
易協会の理事として，産業・貿易関係の論述，
加えて茶道宗偏流の家元として茶人として著作
論述を著している。
　次いで第 2 の血縁者であるが，本人が茶道宗
徧流の家元を継いで第 8 世家元・（外学）宗有，
長女が第 9 世家元・（幽香）宗白，長男が第10
世家元・（四方斎, 成学）宗囲として継承し，現
在の第11世家元・（幽々斎）宗徧は宗囲の長男
であり，いずれも直系の血縁者によって構成さ
れる。彼らは茶道家元として機関誌『知音』の

ほかいくつかの著作・論述を残しており，その
なかにおいて山田寅次郎に関する記述が見られ
る。 1 点付言すると現家元の宗徧は1966年生ま
れ，すなわち山田寅次郎が没してから 9 年後に
誕生しており，祖父に関する直接的記憶はない。
また若き日に山田寅次郎が上京する際に頼りに
したのが助産院で活動していた姉の村松志保子
およびロシア学者の八杉貞利があるが，村松・
八杉に山田に言及している叙述は見当たらな
い。ただ村松の血縁である生方たつゑが宗有に
関する叙述を著しており，村松家において史資
料が残されているものと思われ将来的な精査探
索が必要である。また山田寅次郎がイスタンブ
ルで貿易業に従事し，また日本へ帰国をしてか
ら製紙業に従事する際において山田の事業案を
受け入れ多大な出資をおこなった大阪の中村家
との間には，当初は単なる知己に過ぎなかった
が，1900年に山田寅次郎と中村珉子の結婚によ
り血縁関係が生じた。しかしながら山田寅次郎
の甥にあたる中村満が日露戦争を専門研究する
稲葉千晴のインタビューに答えている以外に，
中村家の人間は山田へ言及する著述を残してい
ない（2）。
　第 3 に知己・関係者についても，本人が多面
的に活動した結果，多くのものが存在する。簡
単に分ければ，まず学生時代からの知己・関係
者。最近の国文学の研究成果により，幸田露伴
の処女作を出版社・金港堂に売り込みに行き，
出版させることに尽力した二人の友人の一人が
山田寅次郎であることが分かっている。若き日
に山田が東京・横浜で学生時代を送る中で，幸
田露伴・高橋太華らと親交があったこと，後に
幸田が出版業から貿易業へ転身を図る山田の姿
を「書生商人」と題する小説として発表したこ
とは長いあいだ忘却されてきたが，国文学研究
者の出口によって様々な史資料で補強されて再
び脚光を浴びることとなった（3）。対照的に中正
社で国粋主義的活動していた際の人間関係は不
明である。中正社創設者の鳥尾小弥太のほか，
山田自身が交遊関係にあったとする陸実（羯
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南）・三宅雪嶺の著作叙述および関連諸史料に
山田との交友にかんする言及は確認できない。
仮にたとえ彼らとの間に接点があったことが事
実としても，彼らにしてみれば交友と認識され
ていなかったのかもしれない。
　次いで山田寅次郎がイスタンブルで居住した
際に知遇を得た人間が挙げられる。筆頭に上が
るのは，同国人ということで献身的に山田を助
けた野田正太郎であるが，『時事新報』に投稿
した記事以外に著述著作を残していない。山田
がイスタンブルに拠点を構えると，福島安正・
朝比奈知泉・徳富蘇峰・田健治郎ら日本の軍・
政・官・民の著名人が来訪し，山田に言及する
記述を残している。筆者はその多くを特定し，
著作・文献を調査してきたが，まだまだ埋もれ
ているものが残されている可能性がある（4）。欧
米諸国に比して，日本では日本人の海外経験著
作・叙述に関する網羅的なレファレンスが構築
されていないために，この作業にはまだ時間が
要するものと思われる。
　次いで帰国後の人間関係である。山田の帰国
は，自己申告に基づいて従来まで1914年と目さ
れてきたが，書簡などの私文書や公文書に依拠
するならば，1905年であることが明らかである。
帰国後はタバコ用の巻紙であるライス・ペー
パーを製造する製紙業に従事し，製紙業関係の
著作・文献に山田の名を見出すことができる。
また1924年に締結されたローザンヌ条約によ
り，日本とトルコとの間で初めて外交関係が構
築されると，山田は大阪商業会議所の稲畑勝太
郎会頭に接近して，商業会議所内に日土貿易協
会を設立し，理事長職につくと，再び貿易関係
に名を馳せるようになるが，やがてトルコとの
貿易が暗礁に乗り上げると，見切りをつけてギ
リシャへ接近を図り，1933年に在大阪ギリシャ
名誉領事に就任した。しかしギリシャ関係にお
ける著述の多くがまだ発見に至っておらず今後
の調査が必要である。
　さて大阪において一定の経済的成功を収める
と，山田は長年保留していた茶道宗徧流の家元

を継いで大規模な襲名披露を行い，在阪文化人
との知遇を深めていくこととなった。
　最後，第 4 に第三者の著作文献が挙げられる
が，管見の限り，山田寅次郎の存在が日本社会
において大きな注目を集める契機になったのは
戦後1951年に大衆向総合誌『キング』第27巻 9
号に掲載された，山田への取材をもとに細川辰
彦が著した「日本・トルコ結びの神」という短
い記事である。
　この直後に山田本人の監修のもとに友人のひ
とりである山樵亭主人（発行者である岩崎輝彦
か）が纏めた『新月山田寅次郎』が1952年に刊
行されている（5）。本書は本稿で取り上げる分類
でいえば，上記の知己による著作文献であり，
しかも私家版であるがゆえに，配布先は一部に
限定されていたと思われ，当初はその影響力は
小さかったであろう。同書は20世紀末頃から山
田が注目を集めるなかで掘り起こされ，上記の

『キング』の記事に代わって山田の評伝の典拠
とされてきたものである。これと同時に1911年
に日本最大の出版社であった博文館から刊行さ
れた『土耳古畫観』も注目を集め，同書所収の
短い「追懐録」も本人記述の回想録として典拠
として重宝がられるようになる。
　しかし両著の影響はすぐに拡散することはな
かった。付表に示すように，1950年代から1970
年代にかけて第三者による著作論述は非常にほ
とんどないに等しく，この時期は血縁者・知己
による著作文献に限定され，必然的に山田寅次
郎を称揚するものがほとんどである。
　第三者による著作論述は1980年代後半頃より
始まり，1990年代には国内外の研究者・専門家
によって数多くの成果が発表されるようになっ
た。しかし次章で取り扱うように，この最初期
の研究の多くは前述の本人・血縁者・知己によ
る著作文献を無批判的に史実として扱ったこと
が誤謬を拡散・拡大させる結果を招き，徒に美
談的な伝説が想像されていくこととなった。
　最近になって筆者も含めて，諸史資料を網羅
的に発掘・検証して史実を解明しようとする動
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きが始動してきている。しかしメディア媒体は
こうした作業には消極的でむしろひたすらに伝
説を繰り返し喧伝する方向に留まっている。

4 ．著作文献の内容検証

　前述のように戦後になって『キング』に掲載
された細川の記事と，『新月山田寅次郎』とに
契機に血縁者・知己の間に，伝説的な人間像が
構築され流布してきたが，そのなかには真実か
ら大きくかけ離れているものも少なくない。
　例えば，1890年のエルトゥールル号事件に際
して日本全国を行脚して莫大な義捐金を集めた

（実際に莫大な義捐金を集めたのは山田の活動
とは全く無縁に募金活動を進めた『時事新報』
など諸新聞社であり，山田の活動の中心は東京
の小学校で最大でも15回の講演会，横浜で 2 回
の演芸会を実施したことである，その金額はト
ルコに現存する領収書から日本の義捐金全体の
2 ％に過ぎないと分かる），林董外相に勧めら
れてトルコに渡った（外相の件は山田本人の発
言以外に根拠がなく，さらに山田は当初は一切
言及しておらず，実際には日高壮之丞中佐の公
開講演会で同人の知遇を得て，海軍に便宜を
図ってもらって本人宿願のトルコ行を果たした
と判断できる），イスタンブルで大歓迎を受け
た（実際には無名の存在にすぎなかったが，先
にトルコに渡っていた野田正太郎の無償の援助
で滞在が可能となった），最初の訪問でスルタ
ンに謁見して，求められるままに貿易に着手し
た（実際にはスルタンとの謁見は1896年になっ
て実現し，知己の幸田露伴が小説「書生商人」
のモデルにしたように貿易創始は山田の強い希
望だった）（6），1914年の第一次世界大戦開戦ま
でイスタンブルにとどまった（実際には1905年
初頭にはイスタンブルを引き払い日本に帰国し
ていた），1931年にアンカラでムスタファ・ケ
マル・アタチュルク大統領に面会し，貴方に日
本語を習ったと言われた（実際に山田がアンカ
ラを訪れたのは1930年であり，しかも海外貴賓
が招聘された大規模な共和国記念日祝賀会に一

般参加しただけであってアタチュルクとの謁見
は当然不可能であり，そもそも1893年に山田が
イスタンブルに住み始めた際には陸軍士官学校
の日本語教育は既に終結していて，山田は教鞭
も取っていないし，アタチュルクが同校で日本
語を習うこと自体が不可能である）。
　こうした個別事象は今まで筆者の研究の中で
検証してきたので改めてここで繰り返さない
が，近くその検証総括を刊行するので詳細はそ
れに譲る（7）。

5 ．おわりに

　本稿で発掘・整理を試みたように，現在，多
くの媒体（すなわち文献に限定せず，様々な形
態のマスメディア媒体）で山田寅次郎が取りあ
げられている一方で，関連する文書・書簡など
の史資料以前に，関連する著作文献ですら，そ
の内容の正否をきちんと批判・検証されること
なく，徒に本人・血縁者・知己の記述のままに
繰り返されてきた構図が明らかになった。さら
に加えてこうした諸著作文献のあいだに存在す
る多くの矛盾する記述は，単に史実を確定する
には文献だけは不充分であり，日本およびトル
コに保管される公文書などの諸史資料を補完的
に用いて，徹底的に史料批判をおこなうことの
必要性を示すものである。
　それでもネット社会が世界を覆う現在におい
て，無責任な伝聞情報の拡散を止める有効的手
段はもはやありえない。加えて創作・創造の自
由の御旗のもとで生産される大衆的娯楽作品

（文学・漫画，SNS・HP，映画・テレビ番組な
どマスメディア製作物など）が状況の混乱に拍
車をかけている。それでも，むしろそういう状
況であるからこそ，学術研究において地道な史
資料探索・分析・批判を行い，史実の検証・確
定する作業が厳密に進められていかなくてはな
らない。
　こうした方針のもとに，今後も本稿では，い
くつかの主題の枠内で，関係文献の問題を解き
ほぐしながら，日本＝トルコ関係史にかかわる
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史実の解明を試みるものである。

＜注＞

⑴　中正社所属時のものとして単行本 1 冊，演説
再録の論述が 1 点確認されるだけであるが，中
正社の出版物に無署名記事が存在する可能性が
残される。また三三文房においては経営者と同
時に編集者・著作者として働いており，同社発
行の『君子と淑女』にいくつかの筆名投稿があ
ると同時に，無署名記事が存在する可能性が残
される。加えて同誌は現在の公的図書館・研究
機関にすべての号が現存しているわけはなく，
欠号に本人の記事がある可能性が大きく，今後
の探索が望まれる。

⑵　箕面市役所まちづくり推進課, 1999。
⑶　出口2006（付表のD項目に記載）。国文学分野

における山田寅次郎の存在を示したものとして，
出口の学恩は特筆される。出口が幸田露伴と山
田との関係を知るうえで典拠としたのが，幸田
露伴自身に聞き取りを行った柳田泉の研究であ
る。管見の限り，幸田露伴自身は小説「書生商人」
を除いて山田に言及することなく，山田も幸田
露伴に言及することがない。しかし幸田露伴の
書簡・書付など関連する史資料は膨大であり，
今後の国文学研究の進展によりさらなる史実の
発見・発掘が期待される。

⑷　山田に関する公文書史料は日本・トルコにお
いて現存する。例えば，イスタンブルの総理府
オスマン文書館（BOA）には，1891年に山田が
持参した英文書簡ほか数点，同じく海事博物館
には山田家より献呈された本人がオスマン帝国
から授与された勲章，義援金の受領証，旅券，
書簡，日本では国立公文書館，東京都公文書館，
和歌山県旧大島村関係文書（現・串本町役場所蔵）
など。一方，私文書では徳富蘇峰記念館所蔵の
徳富蘇峰宛書簡，鎌倉の宗徧流家元所蔵私文書
類があげられる。

⑸　翌1953年に山田の米寿を記念する非売品の私
家本『茶道宗徧流第八世山田宗有師』が岩崎に
よって刊行されており，その冒頭の自序におい

て山田は年来の「茶友一白子」が著したと言及
しており，岩崎は茶道を介しての知己と判断さ
れる。

⑹　本稿はイスタンブルにおいて脱稿したが，
2016年10月から遡って半年以内にBOAで公開さ
れた新出文書のなかに，山田寅次郎がかつて自
分で持参した日高壮之丞の書簡内容である貿易
業を実現するために再度イスタンブルに来たこ
とと記す文書（HR.TH.135-60, 1893年11月22日付）
を発見し，山田本人が述べるオスマン帝国側の
懇願により貿易を創始したという自己申告が虚
偽であることの裏付けがさらに補強された。

⑺　詳しくは，本稿で示した事例を含めて伝説的
に語られる山田の諸業績を，諸史資料による史
料批判に基づき確定を試みたMISAWA 2017を
参照。

＜参考文献＞

【史料】
＊箕面市役所まちづくり推進課「中村譲氏聞き取

り調査報告書」1999年．
＊伊東忠太資料『野帳』　第10巻　土耳古・埃及【日

本建築学会建築博物館蔵】.（日本建築学会建築
博物館デジタルアーカイブスに所収）

＊BOA（総理府オスマン文書館）
　HR.TH.（＝Hariciye Tahrirat） 135-60

【参考文献】

＊付表に掲載
　（※なおトルコで刊行された幾つかの文献も，日

本への影響力を考慮して例外的ではあるが付表
に所収している）

※本稿は，日本学術振興会科学研究費・基盤研究（C）
「昭和前期における在日イスラーム教徒の対日活
動」（平成26～27年度・研究代表者：三沢伸生）
に基づく研究成果の一部である。
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日本におけるトルコ関係文献の推移（1）──山田寅次郎（宗有）関係文献の研究──
A

：
山

田
寅

次
郎

（
宗

有
）

本
人

の
著

作
文

献
著

者
表

記
分

類
表

題
誌

名
／

出
版

社
巻

数
号

数
刊

行
年

頁
数

呦
々

氏
呦

々
氏

所
説

「
呦

々
氏

所
説

：
君

子
と

淑
女

，
呦

々
氏

の
前

途
」

『
君

子
と

淑
女

』
1

18
88

2-
12

呦
々

氏
「

決
闘

事
件

」
『

君
子

と
淑

女
』

1
18

88
18

-2
1

不
動

如
山

呦
々

氏
所

説
「

呦
々

氏
所

説
：

女
流

の
風

潮
」

『
君

子
と

淑
女

』
4

18
88

1-
3

山
田

 寅
二

郎
『

内
地

雑
居

の
利

害
 ：

 条
約

改
正

』
上

編
（

※
続

刊
は

未
刊

）
中

正
社

18
89

77
頁

不
動

如
山

呦
々

氏
所

説
「

呦
々

氏
所

説
：

佳
人

薄
命

」
『

君
子

と
淑

女
』

5
18

89
1-

4
不

動
如

山
呦

々
氏

所
説

「
呦

々
氏

所
説

：
明

治
奇

才
子

」
『

君
子

と
淑

女
』

6 
18

89
未

刊
か

？
山

田
 寅

次
郎

口
絵

「
土

耳
其

名
勝

奇
蹟

」
『

少
年

世
界

』
5

19
18

89
口

絵
山

田
 寅

次
郎

「
望

み
は

我
が

同
志

に
あ

る
の

み
」

『
保

守
新

論
』

8
18

89
18

-2
3

山
田

 寅
次

郎
「

國
民

の
元

気
」

『
新

演
説

』
11

18
89

83
-8

6
三

三
文

房（
編

）
『

東
京

百
事

便
』

三
三

文
房

18
90

78
4頁

三
三

文
房

主
人

「
緒

言
」

近
松

文
左

衛
門

『
天

鼓
』

三
三

文
房

18
91

1-
2

山
田

 寅
次

郎
「

土
京

コ
ン

ス
タ

ン
チ

ノ
ー

プ
ル

に
て

，
始

め
て

來
る

他
國

人
の

，
先

づ
第

一
に

驚
く

べ
き

光
景

」
『

少
年

園
』

9
10

1
18

93
9-

11

山
田

 寅
次

郎
「

土
耳

其
風

呂
」

『
速

記
彙

報
』

5
18

93
13

4-
13

8
山

田
 寅

次
郎

「
土

耳
其

埃
及

實
況

」
『

新
国

民
』

3
18

93
13

-2
5

山
田

 寅
次

郎
「

土
耳

其
埃

及
實

況
」

『
日

本
商

業
雑

誌
』

26
18

93
25

-3
4

山
田

 寅
次

郎
「

土
耳

其
埃

及
實

況
（

承
前

）」
『

日
本

商
業

雑
誌

』
27

18
93

22
-3

2
山

田
 寅

次
郎

「
日

土
貿

易
に

就
て

」
『

大
阪

商
業

会
議

所
月

報
』

12
18

93
13

-1
7

山
田

 寅
次

郎
「

日
土

貿
易

に
就

て
（

承
前

）」
『

大
阪

商
業

会
議

所
月

報
』

13
18

93
15

-2
0

山
田

 寅
次

郎
「

土
耳

其
の

演
劇

」
『

太
陽

』
1

 7
18

95
11

5-
11

8
山

田
 寅

次
郎

口
絵

「
土

耳
古

婦
人

（
オ

ス
マ

ン
リ

ー
・

ハ
レ

ム
）

『
太

陽
』

1
12

18
95

口
絵

山
田

 寅
次

郎
「

土
耳

古
の

お
伽

話
（

一
）」

『
少

年
世

界
』

1
16

18
95

8-
13

山
田

 寅
次

郎
「

土
耳

古
御

伽
話

（
續

）」
『

少
年

世
界

』
1

17
18

95
10

-1
3

山
田

 寅
次

郎
「

智
惠

賣
爺

」
『

少
年

世
界

』
1

21
18

95
9-

11
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山

田
 寅

次
郎

「
土

耳
古

通
信（

土
京

の
近

況
附

我
全

権
公

使
派

遣
の

必
要

）」
『

太
陽

』
2

1
18

96
29

-3
1

山
田

 寅
次

郎
「

大
木

の
證

人
」

『
少

年
世

界
』

2
3

18
96

10
-1

2
山

田
 寅

次
郎

「
三

人
の

盜
賊

」
『

少
年

世
界

』
2

4
18

96
9-

10
山

田
 寅

次
郎

「
天

井
の

足
跡

」
『

少
年

世
界

』
2

7
18

96
20

-2
2

山
田

 寅
次

郎
「

盆
の

親
子

」
『

少
年

世
界

』
2

13
18

96
16

-2
4

山
田

 寅
次

郎
「

コ
ン

ス
タ

ン
チ

ノ
プ

ル
市

の
虐

殺
」

『
太

陽
』

2
22

18
96

14
6-

14
8

山
田

 寅
次

郎
「

王
樣

と
農

夫
」

『
少

年
世

界
』

3
2

18
97

40
-4

4
山

田
 寅

次
郎

「
土

耳
其

事
情

」
『

太
陽

』
5

20
18

99
20

4-
20

7
山

田
 寅

次
郎

「
本

邦
飼

鳥
の

話
」

『
太

陽
』

5
24

18
99

15
8-

16
8

山
田

 寅
次

郎
「

東
歐

所
見

（
1）

」
『

東
洋

』
1

10
19

01
49

-5
2

山
田

 寅
次

郎
「

東
歐

所
見

（
2）

」
『

東
洋

』
1

11
19

01
41

-4
4

山
田

 寅
次

郎
「

東
歐

所
見

（
3）

」
『

東
洋

』
2

1
19

01
30

-3
2

山
田

 寅
次

郎
「

東
歐

所
見

（
4）

」
『

東
洋

』
2

3
19

01
24

-2
6

山
田

 寅
次

郎
「

東
歐

所
見

（
5）

」
『

東
洋

』
2

4
19

01
30

-3
2

山
田

 寅
次

郎
「

東
歐

所
見

（
6）

」
『

東
洋

』
2

5
19

01
33

-3
5

山
田

 寅
次

郎
『

土
耳

古
畫

観
』

博
文

館
19

11
11

8+
14

頁
山

田
 寅

次
郎

「
土

耳
古

談
」

『
貿

易
』

12
9

19
11

4-
12

山
田

 寅
次

郎
「

奇
絶

珍
絶

土
耳

古
の

迷
宮

殿
」

『
冒

険
世

界
』

4
12

19
11

48
-5

2
山

田
 寅

次
郎

「
土

耳
古

の
話

」
『

大
阪

之
工

藝
』

2
17

19
26

39
-4

0
山

田
 宗

有
『

山
田

宗
徧

傳
』

大
阪

：
知

音
発

行
所

19
28

36
 +

 8
 丁

山
田

 寅
次

郎
「

土
耳

古
貿

易
に

就
て

」
『

通
信

見
本

市
』

5
19

31
3

山
田

 寅
次

郎
「

土
耳

古
商

況
視

察
談

」
『

コ
ン

ス
タ

ン
チ

ノ
ー

プ
ル

日
本

商
品

館
館

報
』

10
19

31
5-

15

山
田

 宗
有

「
家

祖
二

百
二

十
五

年
忌

に
際

し
新

た
に

茶
道

の
四

則
を

擧
ぐ

」
『

知
音

』
9

19
32

山
田

 宗
有

「
宗

徧
流

茶
統

並
門

人
譜

」
『

知
音

』
13

19
34

山
田

 寅
次

郎
「

帝
政

の
土

耳
古

と
現

代
の

土
耳

古
」

『
愛

知
商

工
』

19
8

19
35

12
-2

3
山

田
 宗

有
「

新
年

の
弊

庵
」

『
上

方
』

61
19

36
17
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山
田

 宗
有

「
紅

毛
茶

會
」

『
茶

道
全

集
』

巻
の

2, 
創

元
社

19
37

19
4-

19
7

山
田

 宗
有

「
山

田
宗

徧
」

茶
道

全
集

』
巻

の
11

, 創
元

社
19

37
14

5-
15

0

山
田

 寅
次

郎
・

 
小

林
 一

三
「

お
茶

と
世

界
の

美
術

を
語

る
曾

」
『

阪
急

美
術

』
12

19
38

12
-1

9

山
田

 寅
次

郎
「

回
顧

50
年

の
ト

ル
コ

」
『

回
教

圏
』

3
3/

4
19

39
15

4-
15

9
山

田
 宗

有
「

茶
道

の
心

境
」

『
糧

友
』

14
6

19
39

11
3-

11
5

山
田

 寅
次

郎
「

ト
ル

コ
の

柿
の

木
」

『
日

土
協

会
会

報
』

23
19

39
75

-7
8

山
田

 宗
有

「
回

顧
新

月
の

都
」

『
知

音
』

25
19

40
付

録
山

田
 寅

次
郎

他
「

六
月

集
」（

そ
の

5
）

『
心

の
花

』
45

6
19

41
50

-6
6

山
田

 宗
有

「
山

田
家

譜
」

『
知

音
』

29
19

42
付

録
山

田
 宗

有
「

髯
德

利
の

魅
力

」
『

美
術

・
工

芸
』

9
19

42
37

-4
1

中
井

 浩
水

・
山

田
 宗

有
「

宗
徧

流
山

田
宗

有
宗

匠
に

聽
く

」
『

美
術

・
工

芸
』

14
19

43
83

-8
7

山
田

 宗
有

「
宗

徧
の

『
佗

び
』」

『
日

本
美

術
工

芸
』

12
5

19
49

44
-4

6
山

田
 宗

有
「

老
人

の
日

」
と

長
壽

の
話

『
知

音
』

44
19

51
27

-2
8

外
学

 宗
有

「
自

序
」

『
茶

道
宗

徧
流

第
八

世
山

田
宗

有
師

』
19

53
※

表
記

無

山
田

 宗
有

巻
頭

語
「

巻
頭

語
」

『
知

音
』

56
19

55
1

山
田

 宗
有

巻
頭

語
「

巻
頭

語
」

『
知

音
』

57
19

55
1

山
田

 宗
有

巻
頭

語
「

巻
頭

語
」

『
知

音
』

59
19

56
1

山
田

 新
月

「
徳

利
の

異
国

趣
味

」
『

知
音

』
60

19
56

57
-6

0
山

田
 新

月
「

ト
ル

コ
画

観
よ

り
」

『
知

音
』

60
19

56
60

-6
3

山
田

 宗
有

「
大

阪
と

茶
道

」
大

阪
芸

文
協

会
『

な
に

わ
拾

遺
』

第
1

集
, 大

阪
芸

文
協

会
19

70
9-

26

山
田

 寅
次

郎
『

土
耳

古
畫

観
』　

（
※

復
刻

版
）

オ
ク

タ
ー

ブ
20

16
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B

：
血

縁
者

の
著

作
文

献
著

者
表

記
分

類
表

題
誌

名
／

出
版

社
巻

数
号

数
刊

行
年

頁
数

知
音

発
行

所
『

追
想

録
（

家
元

夫
人

故
宗

珉
刀

自
追

悼
録

）』
大

阪
：

知
音

発
行

所
19

54
山

田
 宗

白
「

父
の

憶
出

」
『

知
音

』
60

19
57

7-
8

山
田

 宗
白

特
集

・
宗

有
居

士
とト

ル
コ

「
わ

が
父

を
語

る
」

『
知

音
』

15
2

19
70

10
-1

4

山
田

 宗
囲

特
集

・
宗

有
居

士
とト

ル
コ

「
白

浜
の

湯
」

『
知

音
』

15
2

19
70

15
-1

6

山
田

 宗
囲

「
八

世
宗

有
の

雅
友

」（
そ

の
1

）
『

知
音

』
18

4
19

73
18

-2
5

山
田

 宗
囲

 
ほ

か
「

宗
囲

家
元

を
囲

ん
で

：「
知

音
」

二
百

号
記

念
座

談
会

」
『

知
音

』
20

0
19

74
16

-2
7

生
方

 た
つ

ゑ
「

山
田

宗
有

氏
覚

え
書

」（
1）

『
知

音
』

20
4

19
75

11
-1

8
生

方
 た

つ
ゑ

「
山

田
宗

有
氏

覚
え

書
」（

2）
『

知
音

』
20

5
19

75
12

-1
8

山
田

 四
方

斎
「

四
方

斎
語

録
　

日
本

と
ト

ル
コ

国
の

親
善

」
『

知
音

』
20

6
19

75
7-

13
生

方
 た

つ
ゑ

「
山

田
宗

有
氏

覚
え

書
」（

3）
『

知
音

』
20

6
19

75
21

-2
7

生
方

 た
つ

ゑ
「

山
田

宗
有

氏
覚

え
書

」（
4）

『
知

音
』

20
7

19
75

17
-2

0
山

田
 四

方
斎

四
方

斎
語

録
「

お
茶

の
心

で
ト

ル
コ

と
親

交
」

『
知

音
』

25
7

19
81

28
-3

1
山

田
 宗

徧
「

宗
徧

流
歴

代
小

伝
」

『
宗

徧
流

』
主

婦
の

友
社

19
82

30
3-

30
7

山
田

 四
方

斎
四

方
斎

語
録

「
八

世
宗

有
と

イ
ス

ラ
ム

教
」

『
知

音
』

29
7

19
85

14
-1

9
山

田
 四

方
斎

四
方

斎
語

録
「

八
世

宗
有

の
絵

葉
書

」
『

知
音

』
30

1
19

86
9-

12
山

田
 四

方
斎

四
方

斎
語

録
「

黒
椿

の
は

な
し

」
『

知
音

』
30

4
19

86
9

山
田

 宗
文

「
ト

ル
コ

紀
行

　
周

遊
ハ

イ
ラ

イ
ト

10
に

参
加

し
て

」
『

知
音

』
19

91
55

山
田

 月
子

「
ト

ル
コ

紀
行

　
新

月
イ

ス
タ

ン
ブ

ー
ル

」
『

知
音

』
19

92
14

-1
5

山
田

 宗
徧

『
四

方
斎

八
十

年
の

軌
跡

：
第

十
世

山
田

宗
徧

』
幽

々
斎

山
田

宗
徧

19
99

44
－

47
山

田
寅

次
郎

研
究

会
（

編
）

『
山

田
寅

次
郎

宗
有

』
宮

帯
出

版
社

20
16

31
8頁

和
多

利
 月

子
「

海
を

渡
っ

た
祖

父
・

山
田

寅
次

郎
」

『
山

田
寅

次
郎

宗
有

』
20

16
9-

40
山

田
 宗

徧
「

茶
道

宗
徧

流
山

田
宗

徧
」

『
山

田
寅

次
郎

宗
有

』
20

16
10

9-
13

1
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C

：
知

己
・

関
係

者
の

著
作

文
献

著
者

表
記

分
類

表
題

誌
名

／
出

版
社

巻
数

号
数

刊
行

年
頁

数
幸

田
 露

伴
「

書
生

商
人

」（
上

）　
※

小
説

『
庚

寅
新

誌
』

68
18

92
44

-4
8

幸
田

 露
伴

「
書

生
商

人
」（

中
）　

※
小

説
『

庚
寅

新
誌

』
69

18
92

24
-2

7
幸

田
 露

伴
「

書
生

商
人

」（
下

）　
※

小
説

『
庚

寅
新

誌
』

70
18

93
32

,35
-3

7
幸

田
 露

伴
『

枕
頭

山
水

』　
※

一
部

改
稿

の
「

書
生

商
人

」
所

収
単

行
本

博
文

館
18

93
22

2頁
無

署
名

「
土

耳
古

に
於

け
る

少
年

世
界

」
『

少
年

世
界

』
1

14
18

95
14

64
田

 健
治

郎
『

鵬
程

日
誌

』
田

健
治

郎
（

私
家

版
）

18
98

56
7頁

黒
板

 勝
美

『
西

遊
二

年
欧

米
文

明
記

』
博

文
館

18
99

82
4頁

徳
富

 猪
一

郎
（

蘇
峰

）
『

社
会

と
人

物
』

民
友

社
18

99
35

9頁

家
永

 豊
吉

『
西

亜
細

亜
旅

行
記

』
民

友
社

19
00

19
1頁

高
橋

 太
華

「
中

西
梅

花
君

」
『

新
古

文
林

』
12

19
06

23
8-

24
1

中
村

 直
吉

；
押

川
 春

浪
『

鐡
脚

縦
横

』
19

10
29

4頁

井
上

 雅
二

『
四

大
陸

游
記

』
民

友
社

19
11

59
2頁

前
村

 信
松

「
山

田
寅

次
郎

」
『

財
界

フ
ー

ス
ヒ

ー
』（

第
三

版
）

通
俗

経
済

社
19

23
45

青
木

 忠
『

東
洋

製
紙

株
式

会
社

沿
革

史
』

青
木

忠
.（

私
家

版
）

19
25

28
頁

国
勢

協
会

「
山

田
寅

次
郎

氏
」

『
大

阪
財

界
人

物
史

』
19

25
39

0-
1

中
西

 利
八

「
山

田
寅

次
郎

」
『

財
界

フ
ー

ス
ヒ

ー
』

通
俗

経
済

社
19

27
や

の
部

p.1
1

白
羊

子
「

宗
家

渡
欧

遊
記

」
『

知
音

』
7

19
31

※
表

記
無

無
署

名
「

家
祖

二
百

二
十

五
年

忌
に

際
し

新
た

に
茶

道
の

四
則

を
擧

ぐ
」

『
知

音
』

9
19

32
※

表
記

無
無

署
名

「
宗

徧
流

茶
統

並
門

人
譜

」
『

知
音

』
13

19
34

※
表

記
無

徳
富

 蘇
峰

『
蘇

峰
自

伝
』

中
央

公
論

社
.

19
35

71
6頁

朝
比

奈
 知

泉
『

老
記

者
の

思
ひ

出
』

中
央

公
論

社
19

38
41

8頁

─　　─（　 ）33998
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中
西

 利
八

「
山

田
寅

次
郎

」
『

工
業

人
名

大
辞

典
』

滿
蒙

資
料

協
會

出
版

部
19

39
18

2

伊
達

 俊
光

「
山

田
寅

次
郎

氏
と

初
見

の
記

」
伊

達
俊

光
『

大
大

阪
と

文
化

』
金

尾
文

淵
堂

19
42

14
6-

14
9

井
上

 雅
二

『
興

亜
一

路
』

刀
江

書
院

19
42

31
0頁

山
樵

亭
 主

人
『

新
月

山
田

寅
次

郎
』

岩
崎

輝
彦

19
52

74
頁

成
田

 潔
英

「
山

田
寅

次
郎

」
『

洋
紙

業
を

築
い

た
人

々
』

製
紙

記
念

館
19

52
31

1-
8

岩
崎

 輝
彦

『
茶

道
宗

徧
流

第
八

世
山

田
宗

有
師

』
明

道
会

19
53

53
頁

成
田

 潔
英

『
王

子
製

紙
社

史
』

王
子

製
紙

株
式

会
社

19
54

無
署

名
「

家
元

宗
有

宗
匠

御
逝

去
」

『
知

音
』

59
19

57
47

-5
0

上
村

 清
太

郎
「

ギ
リ

シ
ャ

領
事

館
時

代
の

思
出

」
『

知
音

』
60

19
57

56
津

島
 寿

一
「「

た
ば

こ
」

と
山

田
寅

次
郎

氏
」　

『
知

音
』

92
19

64
51

-5
2

近
衛

 篤
麿

『
近

衛
篤

麿
日

記
』（

全
6

巻
）

鹿
島

研
究

所
出

版
会

19
68 ‐ 69

無
署

名
特

集
・

宗
有

居
士

とト
ル

コ
「

ト
ル

コ
軍

艦
遭

難
記

念
碑

献
茶

式
」

『
知

音
』

15
2

19
70

5

無
署

名
特

集
・

宗
有

居
士

とト
ル

コ
「

八
世

山
田

宗
有

居
士

」
『

知
音

』
15

2
19

70
6-

8

阿
刀

 弘
文

特
集

・
宗

有
居

士
とト

ル
コ

「
宰

相
の

う
つ

わ
」

『
知

音
』

15
2

19
70

17
-2

0

無
署

名
特

集
・

宗
有

居
士

とト
ル

コ
「

山
田

宗
有

居
士

伝
：

日
土

貿
易

の
開

祖
」

『
知

音
』

15
2

19
70

21

辻
 伊

八
特

集
・

宗
有

居
士

とト
ル

コ
「

故
山

田
寅

次
郎

氏
を

偲
ぶ

」
『

知
音

』
15

2
19

70
22

-2
4

篠
村

 巌
特

集
・

宗
有

居
士

とト
ル

コ
「

ト
ル

コ
と

い
う

国
」

『
知

音
』

15
2

19
70

25
-2

8
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森
川

 宗
輝

特
集

・
宗

有
居

士
とト

ル
コ

「
ト

ル
コ

軍
艦

遭
難

記
念

碑
献

茶
式

」
『

知
音

』
15

2
19

70
60

鶴
見

 宗
十

わ
が

師
わ

が
友

宗
有

居
士

の
思

い
出

「
枯

淡
の

味
」

『
知

音
』

15
2

19
70

60

竹
下

 宗
兼

わ
が

師
わ

が
友

宗
有

居
士

の
思

い
出

「
中

興
の

祖
宗

有
居

士
」

『
知

音
』

15
2

19
70

60
-6

1

岡
 宗

房
わ

が
師

わ
が

友
宗

有
居

士
の

思
い

出
「

温
情

あ
ふ

れ
る

お
言

葉
を

」
『

知
音

』
15

2
19

70
61

-6
2

吉
川

 宗
秀

わ
が

師
わ

が
友

宗
有

居
士

の
思

い
出

「
ご

自
慢

の
美

髭
を

な
で

て
」

『
知

音
』

15
2

19
70

62

清
水

 宗
幽

わ
が

師
わ

が
友

宗
有

居
士

の
思

い
出

「
慈

愛
に

み
ち

た
人

」
『

知
音

』
15

2
19

70
62

-6
3

出
口

 宗
来

わ
が

師
わ

が
友

宗
有

居
士

の
思

い
出

「
三

宗
匠

の
前

で
お

手
前

」
『

知
音

』
15

2
19

70
63

無
署

名
「

八
世

宗
有

宗
匠

の
旧

邸
」

『
知

音
』

19
0

19
73

48
-5

0
無

署
名

「
宗

有
居

士
の

語
録

よ
り

」
『

知
音

』
19

6
19

74
17

無
署

名
「

八
世

宗
有

宗
匠

御
自

作
と

御
愛

蔵
の

品
々

」
『

知
音

』
20

6
19

75
3-

6
無

署
名

「
宗

有
忌

御
法

会
　

八
世

宗
有

居
士

十
八

回
忌

」
『

知
音

』
20

6
19

75
54

-5
5

無
署

名
「

八
世

宗
有

家
元

襲
名

披
露

」
『

知
音

』
25

0
19

79
33

-4
5

無
署

名
「

駐
日

ト
ル

コ
大

使
ジ

ェ
ラ

ー
ル

・
エ

イ
ジ

オ
ウ

ル
将

軍
の

帰
任

を
惜

し
ん

で
」

『
知

音
』

25
0

19
79

86
-8

8

無
署

名
「

家
元

受
賞

祝
賀

会
と

初
釜

」
『

知
音

』
25

6
19

81
1-

20
高

原
 慶

三
茶

道
三

題
話

「
宗

徧
，

ト
ル

コ
，

西
鶴

」
『

知
音

』
25

8
19

81
44

-4
6

外
山

 一
青

「
日

土
友

好
の

礎
石

　
新

月
山

田
寅

次
郎

氏
の

こ
と

」
『

知
音

』
28

0
19

84
27

-3
0

─　　─（　 ）34196
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外

山
 一

青
「

日
土

友
好

の
礎

石
　

新
月

山
田

寅
次

郎
氏

の
こ

と
」（

2）
『

知
音

』
28

1
19

84
45

-4
7

太
田

 幸
之

助
「「

ト
ル

コ
国

と
の

親
子

二
代

友
好

の
き

ず
な

」
に

感
動

」
『

知
音

』
28

7
19

84
41

無
署

名
「「

科
学

万
博

つ
く

ば
’85

」
で

ト
ル

コ
共

和
国

の
ナ

シ
ョ

ナ
ル

デ
ー

式
典

」
『

知
音

』
29

2
19

85
43

無
署

名
「

ト
ル

コ
総

理
大

臣
よ

り
御

土
産

拝
領

」
『

知
音

』
29

4
19

85
31

-3
2

茶
道

宗
徧

流
「

知
音

」
編

集
部

「
ト

ル
コ

国
と

茶
道

宗
徧

流
山

田
家

」
『

ア
ナ

ト
リ

ア・
ニ

ュ
ー

ス
』

57
19

89
8-

11

無
署

名
「

な
に

よ
り

な
和

，
そ

し
て

平
和

な
楽

園
へ

　
鎌

倉
は

枯
れ

た
色

」
『

知
音

』
36

2
19

91
11

-1
3

岩
田

 一
平

「
山

田
寅

次
郎

と
ト

ル
コ

」
『

知
音

』
40

4
19

94
28

-3
0 

無
署

名
「

宗
有

宗
匠

と
ト

ル
コ

」
『

知
音

』
52

9
20

03
43

無
署

名
番

組
紹

介
「

明
治

の
寅

次
郎

ト
ル

コ
を

行
く

」
『

知
音

』
55

3
20

05
46

-4
7

無
署

名
「

お
家

元
講

演
告

知
「

山
田

寅
次

郎
」」

『
知

音
』

58
2

20
07

40
-4

1
無

署
名

不
審

庵
だ

よ
り

「
日

本
ト

ル
コ

友
好

12
0周

年
記

念
式

典
」

『
知

音
』

61
7

20
08

28
無

署
名

レ
ポ

ー
ト

「
幽

々
斎

宗
匠

と
行

く
茶

道
宗

徧
流

ト
ル

コ
8

日
間

の
旅

」
『

知
音

』
62

1
20

08
34

-3
6

─　　─（　 ）34295
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D

：
第

三
者

の
著

作
文

献
著

者
表

記
分

類
表

題
誌

名
／

出
版

社
巻

数
号

数
刊

行
年

頁
数

内
藤

 智
秀

『
日

土
交

渉
史

』
泉

書
院

19
31

37
7頁

柳
田

 泉
『

幸
田

露
伴

』　
※

山
田

へ
の

言
及

部
分

あ
り

中
央

公
論

社
19

42
45

0+
22

頁
柳

田
 泉

『
幸

田
露

伴
』　

※
柳

田
19

42
の

増
補

改
版

真
善

美
社

19
47

27
7 

細
川

 辰
彦

「
日

本
・

ト
ル

コ
結

び
の

神
」

『
キ

ン
グ

』
27

9
19

51
30
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e 

Su
n,

 
st

an
bu

l A
ra

tr
m

al
ar

 
n

tit
s

20
10

69
-8

7

N
ob

uo
 

M
IS

A
W

A
“

Ja
po

n 
T

ic
ar

et
 S

er
gi

si
 （

19
29

-1
93

7）
 /

 J
ap

an
es

e 
T

ra
de

 E
xi

bi
tio

n （
19

29
-1

93
7）

”
14

53
7

20
10

39
-4

5

無
署

名
歴

史
の

指
標

「
日

本
ト

ル
コ

友
好

の
懸

橋
（

中
）：

民
間

大
使

・
山

田
寅

次
郎

の
活

躍
」

『
明

日
へ

の
選

択
』

29
8

20
10

44
-4

7

秋
月

 達
郎

『
海

の
翼

』　
※

創
作

小
説

新
人

物
往

来
社

20
10

41
4頁

N
ob

uo
 

M
IS

A
W

A
r

‐
ap

on
 

ic
ar

et
 l

i
ile

ri
st

an
bu

l T
ic

ar
et

 
da

s
20

11
16

6p
.

出
口

 智
之

「
高

橋
太

華
『

雅
俗

日
記

』（
明

治
二

十
五

年
）

翻
印

と
注

釈
」

（
2）

『
東

海
大

学
紀

要
文

学
部

』
95

20
11

89
-1

02

高
山

 正
「

沼
田

か
ら

土
耳

古
へ

：
山

田
寅

次
郎

の
軌

跡
」

『
群

馬
歴

史
散

歩
』

22
0

20
11

高
山

 正
「

沼
田

か
ら

土
耳

古
へ

：
山

田
寅

次
郎

の
軌

跡
」（

2）
『

群
馬

歴
史

散
歩

』
22

1
20

11
飯

森
 嘉

助
（

編
著

）
『

イ
ス

ラ
ー

ム
と

日
本

人
』

国
書

刊
行

会
20

11
25

5頁

N
ob

uo
 

M
IS

A
W

A

“
T

he
 F

irs
t 

Ja
pa

ne
se

 W
ho

 R
es

id
ed

 in
 t

he
 O

tt
om

an
 

Em
pi

re
 ：

 t
he

 Y
ou

ng
 J

ou
rn

al
is

t 
N

O
D

A
 a

nd
 t

he
 

St
ud

en
t M

er
ch

an
t Y

A
M

A
D

A
’”

M
ed

ite
rr

an
ea

n 
W

or
ld

21
20

12
51

-6
9

阿
部

 秀
典

特
集

 
西

・
北

毛
地

域
ゆ

か
り

の
先

人
「

日
本

と
ト

ル
コ

 友
好

の
礎

と
な

っ
た

山
田

寅
次

郎
」

『
振

興
ぐ

ん
ま

』
10

5
20

12
25

-2
7
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No

bu
o  M

ISA
WA

 ； 
 

G
kn

ur 
AK

AD
A

“
T

he
 b

eg
in

ni
ng

 o
f 

th
e 

Ja
pa

ne
se

 L
an

gu
ag

e 
ed

uc
at

io
n 

in
 th

e 
O

tt
om

an
 E

m
pi

re
”

sm
an

l 
A

ra
tr

m
al

ar
41

20
13

25
3-

27
8

N
ob

uo
 

M
IS

A
W

A

“
T

he
 o

ri
gi

n 
of

 t
he

 c
om

m
er

ci
al

 r
el

at
io

ns
hi

p 
be

tw
ee

n 
Ja

pa
n 

an
d 

th
e 

O
tt

om
an

 E
m

pi
re

 ：
 t

he
 

T
ac

ti
cs

 o
f 

yo
un

g 
T

or
aj

ir
o 

Y
A

M
A

D
A

, 
as

 a
 

"S
tu

de
nt

 M
er

ch
an

t"”

『
東

洋
大

学
社

会
学

部
紀

要
』

45
1

20
13

51
-8

7

松
田

 十
刻

「
日

本
と

ト
ル

コ
を

結
ぶ

絆
　

エ
ル

ト
ゥ

ー
ル

ル
号

の
奇

跡
　

時
を

越
え

た
友

情
　

今
こ

そ
日

本
人

の
心

意
気

を
示

せ
：

両
国

の
架

け
橋

と
な

っ
た

あ
る

男
の

思
い

」
『

歴
史

街
道

』
30

0
20

13
36

-4
0

三
浦

 徹
（

編
著

）
『

イ
ス

ラ
ー

ム
世

界
を

学
ぶ

』
山

川
出

版
社

20
13

12
5頁

寮
 美

千
子

『
エ

ル
ト

ゥ
ー

ル
ル

号
の

遭
難

』　
※

創
作

絵
本

小
学

館
20

13
62

頁

三
沢

 伸
生

『
イ

ス
タ

ン
ブ

ル
日

本
商

品
館

関
係

資
料

集
：

戦
間

期
の

ト
ル

コ
に

お
け

る
日

本
の

経
済

活
動

（
1）

』
三

沢
伸

生
20

14
50

頁

ジ
ラ

ル
デ

ッ
リ

青
木

 美
由

紀
『

明
治

の
建

築
家

 伊
東

忠
太

 オ
ス

マ
ン

帝
国

を
ゆ

く
』

ウ
エ

ッ
ジ

20
15

32
1頁

小
村

 明
子

『
日

本
と

イ
ス

ラ
ー

ム
が

出
会

う
と

き
』

現
代

書
館

20
15

31
6頁

稲
葉

 千
晴

『
バ

ル
チ

ッ
ク

艦
隊

ヲ
捕

捉
セ

ヨ
』

成
文

社
20

16
31

0頁

手
塚

 恵
美

子

日
本

人
だ

け
が

知
ら

な
い

世
界

か
ら

尊
敬

さ
れ

る
日

本
人

「
山

田
寅

次
郎

：
ト

ル
コ

親
日

の
礎

を
築

い
た

茶
人

と
95

年
越

し
の

「
恩

返
し

」」
『

週
刊

ポ
ス

ト
』

48
2

20
16

14
6

長
場

 紘
「

山
田

寅
次

郎
の

軌
跡

：
日

本
・

ト
ル

コ
関

係
史

の
一

側
面

」
（

※
長

場
19

96
の

再
録

）
『

山
田

寅
次

郎
宗

有
』

20
16

41
-8

6

坂
本

 勉
「

山
田

寅
次

郎
と

ト
ル

コ
・

タ
バ

コ
」（

※
坂

本
20

04
の

増
補

改
訂

版
）

『
山

田
寅

次
郎

宗
有

』
20

16
87

-1
07

出
口

 智
之

「
山

田
寅

次
郎

と
幸

田
露

伴
：

若
き

日
の

交
遊

」
『

山
田

寅
次

郎
宗

有
』

20
16

13
5-

19
1

ジ
ラ

ル
デ

ッ
リ

青
木

 美
由

紀
「

伊
東

忠
太

の
オ

ス
マ

ン
帝

国
旅

行
と

山
田

寅
次

郎
」

『
山

田
寅

次
郎

宗
有

』
20

16
19

3-
25

5
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ヤ

マ
ン

ラ
ー

ル
水

野
 美

奈
子

「
山

田
寅

次
郎

と
大

谷
光

瑞
：

日
本

と
ト

ル
コ

の
初

期
関

係
史

に
お

け
る

両
者

の
役

割
」

『
山

田
寅

次
郎

宗
有

』
20

16
25

7-
29

1

N
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uo
 

M
IS

A
W

A

V
er
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n 
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e 
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M
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st
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bu
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 P
er

so
na

l 
H

is
to

ry
 o

f 
T

or
aj

ir
o 

Y
am

ad
a

So
ph

ia
 U

ni
ve

rs
ity

20
17

（
予

定
）

60
p.

※
本

人
著

作
に

関
し

て
，『

君
子

と
淑

女
』

の
未

発
見

号
や

後
述

す
る

『
知

音
』

の
収

蔵
状

況
な

ど
か

ら
，

ま
だ

未
完

成
で

あ
る

。
後

日
，

増
補

改
訂

を
期

し
た

い
。

※
 『
知

音
』

に
つ

い
て

は
，

公
的

図
書

館
・

研
究

機
関

に
所

蔵
が

少
な

く
，

未
確

認
号

（
22

, 3
3-

42
, 5

0, 
53

-5
6, 

58
, 7

4, 
99

, 1
11

, 1
15

, 1
17

, 1
19

, 1
21

-1
46

, 1
48

, 1
50

, 1
51

, 1
54

, 
16

0, 
16

2-
16

7, 
19

1, 
20

1-
20

3, 
21

6-
24

8, 
27

2, 
27

6, 
30

6-
30

7な
ど

）
が

多
々

あ
り

，
本

表
以

外
に

関
連

文
献

が
所

収
さ

れ
る

も
の

と
思

わ
れ

る
。

ま
た

記
事

は
無

く
と

も
山

田
寅

次
郎

の
生

前
に

は
本

人
の

活
動

写
真

が
多

く
掲

載
さ

れ
て

お
り

，
未

確
認

号
の

発
掘

・
確

認
完

遂
と

あ
わ

せ
て

後
日

，
増

補
改

訂
を

課
題

と
し

た
い

。
※

 第
三

者
の

著
作

文
献

に
つ

い
て

は
，

創
作

小
説

も
含

め
て

広
範

囲
に

収
録

を
試

み
て

い
る

が
，

全
て

管
見

の
限

り
で

あ
り

，
遺

漏
逸

脱
が

多
々

あ
ろ

う
か

と
思

わ
れ

る
。

後
日

，
増

補
改

訂
を

進
め

て
い

き
た

い
。

※
 脱

稿
後

に
1

点
新

出
文

献
が

見
つ

か
っ

た
。

　
山

田
宗

有
「

家
祖

の
遠

忌
に

際
し

て
」『

不
審

庵
周

学
宗

徧
居

士
百

二
十

回
誌

』
長

岡
：

大
平

安
民

，
19

27
年

，
2

頁
分

（
頁

表
記

な
し

）
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